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温スチームと冷ミスト交互作用のくま・くすみに対する有用性を検証 
～第25回　日本美容皮膚科学会総会学術大会※1（2007年8月開催）で発表予定～

　松下電工株式会社では、多くの女性にとって大きな悩みである、加齢に伴う「くま・くすみ」の原因が
皮膚の血行不良や色素沈着等から生じることに着目。 温スチームと冷ミストの交互刺激が肌内の毛細血管
の拡張・収縮ならびに滞留血液の循環改善作用があることを検証しました。 
また、臨床的には温スチームと冷ミストの交互刺激を連用することで、目周辺の「くま」・頬部の「くす
み」が改善し、日常的なケアの1つとして有効であることを皮膚科医※2と共に確認しました。 

この結果は、2007年8月19日開催の 第25回 日本美容皮膚科学会総会学術大会で発表予定です。 

※1 日本美容皮膚科学会：美容皮膚科学に関する研究およびその研究成果の普及、ならびに会員相互の交流をはかることを目的と
して研究活動を行っている学会。 

※2 皮膚科医：関 太輔（せき たいすけ）先生 セキひふ科クリニック 院長・医学博士（経歴は後
掲） 

■ 検証方法
　「くま・くすみ」を自覚する健康な成人女性6人（40～50歳代）に対し、1日1回12分～15分間、温
スチーム（皮膚温度40～42℃）と冷ミスト（皮膚温度25～27℃）を交互に噴霧する連用評価を21日間
実施し、皮膚の状態、皮膚色、皮下血液の酸素飽和度を測定しました。 また、主観評価（VAS法）
で、経日変化を 確認し、処置前と比較して自覚症状に連動した改善レベルを確認しました。 

■ 検証結果
『温スチームと冷ミストの交互刺激が皮膚の滞留血液の循環改善（酸素飽和度上昇）を促し、温ス
チームと冷ミスト交互刺激の連用が眼周辺の「くま」・頬部の「くすみ」を改善することを確認』し
ました。 
（1）連用において、皮膚内血液の酸素飽和度が有意に上昇することを確認
（2）連用において、眼下部の皮膚色（明るさ）が有意に上昇する事を確認ま

た、頬部の皮膚色（彩やかさ）が上昇傾向であることを確認するととも
に、角質状態の改善や皮溝の均一化を確認 

（3）連用における主観（VAS法）評価において、くま（眼下部）及びくすみ（頬
部）について、処置前と比較して有意な改善が認められた 

　以上の検証結果から、温スチームと冷ミストの温冷刺激には滞留血液の循環改善作用があり、加齢
にともない目立ってくる眼囲の「くま」や「くすみ」の改善に対して、日常的なケアの1つとして有効
であることを確認しました。 

■ 背景
　年齢とともに肌が衰え、くまがとれない、くすみができた、ハリがなくなる・・・近年では、美容
意識の高まりとともにアンチエイジングに対する関心と欲求が高まってきています。 化粧品やサプリ
メントではアンチエイジングに関するものが多く出され、肌質を変えるような高機能化粧品に対する
興味が非常に高くなってきています。 
　今回当社では、冷ミストと温スチームの発生機能を有した美顔器による温冷交互刺激が、血液の循
環改善による血中酸素飽和度の上昇を促し、皮膚の色調や角質状態の改善に寄与することを確認し、
主観評価で眼囲の「くま」や頬部の「くすみ」の改善実感が得られる事を検証することができまし
た。 

■ 検証結果

（1）連用において、皮膚内の酸素飽和度が有意に上昇することを確認
・温スチームと冷ミスト交互刺激を連用する事で、皮膚内の血液中の酸素飽

和度が有意に上昇することを確認しました。
  
 【連用による血液中の酸素飽和度の変化】
 

  
（2）温冷交互刺激の連用により、眼下部の皮膚色（明るさ）が有意に上昇し、

頬部の皮膚色（彩やかさ）が上昇傾向であることを確認 
また、頬部の皮膚色（彩やかさ※ロボスキンアナライザによる）が上昇傾
向であることを確認するとともに、頬部の角質状態の改善や皮溝の均一化
を確認

  
 【眼下部の皮膚色（明るさ）変化】
 

  
 【頬部の皮膚色（彩やかさ）変化】
 

  
 【角質や皮溝状態の改善結果の一例や皮溝の均一化】
 

・重層剥離が少なくなった 
・角質が一層ずつ剥がれる 
 　ようになった

　皮溝が均一化してきた

  
 ＜実験条件＞ 

【被験者】 くま・くすみを自覚する女性 6名（40～50歳代）
【処置方法】温冷交互刺激（14分/日）を21日間継続
【処理部位】鼻の下から目周辺まで

  

（注1）温スチーム：スチーム量 6mL/min，（プラチナ微粒子含有）スチーム平均粒径300nm
（注2）冷ミスト：噴霧量 1mL/min，ミスト平均流径 100μm，また、皮膚冷却のため、風速 3m/sと

なるようにファンで送風
左記 a），b）の2パターンの温冷交互刺激をそれぞれ3名ずつ実施。11日目で刺激パ
ターンを入れ替えた。

  

1）Spectro Color meter SE2000（日本電色製） 
2）BOM－L1TRSR（OMEGA WAVE製） 
3）ロボスキンアナライザー CS50（インフォワード）

  
（3）連用における主観（VAS法）評価において、くま（眼下部）及びくすみ（頬

部）について、処置前と比較して有意な改善が認められた 
 

  

■ 関 太輔先生の経歴

1） 関 太輔（せき たいすけ）：セキひふ科クリニック　院長・医学博士
  
2） 略歴
・1983年 富山大学（旧富山医科薬科大学）医学部卒業
・1983年 富山医科薬科大学皮膚科助手
・1991年 富山医科薬科大学皮膚科講師
・1996年－1997年 アメリカ・カリフォルニア大学サンフランシスコ校

（UCFS）皮膚科に留学 
主任：Peter M.Elias教授のもと「皮膚バリアー、特にセラミドに関する研究を
行う

  
3） 資格
 日本皮膚科学会専門医、日本東洋医学会専門医、日本アロマセラピー学会専

門医 他 医学博士
  
4） 専門
・皮膚の脂質代謝、皮膚の保湿、セラミドの合成・代謝
・皮膚疾患の漢方療法（アトピー性皮膚炎、ニキビ、乾癬）
・皮膚疾患の入浴療法、アロマ治療

  
5） 所属学会
 日本皮膚科学会、日本研究皮膚科学会、日本アレルギー学会、和漢医薬学会

（1994年から評議員）、日本東洋医学会、日本アロマテラピー学会 他

＜予定講演＞ 
「温冷交互ミストのくま・くすみに対する有用性の検討」，第25回 日本美容皮膚科学会　総会学術大
会，2007．

以上

■ お問い合わせ先
松下電工株式会社　電器事業本部 ビューティ・ライフ事業部 
TEL　06－6908－1131（大代表）
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